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本
年
は
平
成
最
後
の
選
挙

年
で
も
あ
り
、
我
々
の
住
む

北
海
道
も
知
事
選
か
ら
始
ま

り
道
議
、
市
町
村
長
選
と
多

忙
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
小
平
町
も
４
月
　
日
の
選

２１

挙
で
新
人
議
員
２
名
を
含
む

８
名
が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら

高
齢
者
、
後
継
者
対
策
に
知

恵
を
出
し
合
い
頑
張
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
中
で
気
候
の
変

動
に
よ
り
災
害
が
大
変
多
く

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
人
の
心
も
荒
れ
て
来

て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

今
一
度
、
対
話
が
重
要
な
時

期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
令
和
に

入
り
議
会
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
町
民
と
の
対
話
を
大
切

に
し
て
、
町
長
を
始
め
皆
で

協
力
し
合
い
小
平
町
創
生
に

努
力
し
ま
す
。
　
　（
髙
野
）

煙
発
行
　
小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会
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一
六
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一
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煙
印
刷
　
白
然
印
刷
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■４月
　２５日　小平町防犯協会総会（議長）

　２７日　故 浅田隆弘天塩町長

　　　　　　　　　「お別れの会（町葬）」（議長）

■５月
　９日　議員全員協議会（全議員）

　１０日　第１回臨時会（全議員）

　　　　議員全員協議会（全議員）

　１３日　留萌管内町村議会議長会定期総会（議長）

　１４日　小平町交通安全住民大会（議長）

　１５日　留萌地域総合開発期成会定期総会（議長）

　１９日　第３７回鰊番屋まつり（各議員）

■６月
　４日　議員全員協議会（全議員）

　　　　総務産業常任委員会（全委員）

　　　　議会運営委員会（全委員及び議長）

　６日　第２回定例会開会（全議員）

　１０日　北部方面総監 田浦陸将による

　　　　　　　 　「防衛に関する講演会」（議長）

　　　　北部方面総監 田浦陸将を囲む会（議長）

　１１日　北海道町村議会議長会総会（議長）

　　　　留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長）

　１４日　第２回定例会再開（全議員）

　　　　議員全員協議会（全議員）

　　　　議会広報発行特別委員会（全委員）

　１６日　第２師団・旭川駐屯地記念式典（議長）

　２３日　留萌駐屯地創立記念式典（議長）

　２４日　留萌地域総合開発期成会臨時総会 及び

　　　　　　　　　　　　　　　留萌要望（議長）

　２５日　留萌地域総合開発期成会札幌要望（議長）

　　　　北海道町村議会議員研修会（全議員）

　２６・２７日　留萌地域総合開発期成会

　　　　　　　　　　　　　中央要望（議長）

　３０日　小平消防団総合訓練大会（議長）

■７月
　９日　町村議会新任議員研修会（２議員）

　１０日　総務産業常任委員会所管事務調査（全委員）

　１３日　鬼鹿ツインビーチ安全祈願祭（議長）

　１８日　議会広報発行特別委員会（全委員）

　２０日　おびらしべ湖森と湖に親しむつどい（議長）

　２４日　総務産業常任委員会（全委員）

　２９日　留萌地域肉用牛共進会（議長）

　３１日　小平・幌加内・沼田３町広域振興協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　札幌要望（議長）

議 会 の 動議 会 の 動 きき

⑥
寧
楽
母
と
子
の
家
改
修

工
事
に
つ
い
て

　
本
工
事
に
つ
い
て
は
地

域
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た

改
修
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

適
正
な
工
事
執
行
と
考
え

る
。

　
住
民
の
方
々
の
健
康
増

進
や
親
睦
活
動
に
大
い
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
に
活
用

し
た
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

大
変
町
財
政
に
有
意
義
な

制
度
で
あ
り
、
町
内
同
様

の
他
施
設
へ
の
活
用
も
検

討
願
い
た
い
。

⑦
堆
肥
製
造
施
設
運
営
状

況
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
の
供
用
開
始

１９

以
来
　
年
以
上
経
過
し
て

１０

お
り
、
ま
た
施
設
設
置
箇

所
は
町
内
に
お
い
て
も
特

に
豪
雪
地
域
で
あ
る
た
め
、

施
設
の
維
持
整
備
等
に
つ

い
て
は
年
次
的
に
計
画
し

実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
製
品
堆
肥
に
つ

い
て
販
売
高
の
減
少
が
見

ら
れ
る
が
、
農
業
者
、
農

業
団
体
と
の
連
携
を
更
に

密
に
し
、
資
源
循
環
型
施

設
と
し
て
の
機
能
を
充
分

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
望
む
。


